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（6とおかまち（第3種郵便物認可）昭和48年5月15日

勲
あ
す
な

ス
る薦
器
鑓
靴

り
の
会
で
す
。
美
し
い
自
然
の
中
で

体
を
の
び
の
び
と
横
た
え
た
姿
を
想

像
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
だ
か
楽
し

巻
機
山
の
頂
上
で
（
4
8
4
朽
）

ろ
会

く
な
る
で
し
ょ
う
●

　
市
公
民
館
で
、
月
二
回
例
会
を
開

き
、
会
の
は
じ
め
に
は
必
ず
「
山
の

歌
」
を
合
唱
し
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
テ
ソ
ト

持
参
の
山
行
き
を
計
画
。
冬
は
ス
キ

！
で
偽
を
き
た
え
な
が
ら
仲
間
ど
う

し
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
が
山
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
私
達
の
輸
の
中
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
。
澄
ん
だ
空
、
美
し
い
草

花
な
ど
言
葉
に
つ
く
せ
ぬ
景
色
が
あ

な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

五
月
休
日
救
急
医

二
十
日
至
誠
堂
医
院
爵
浦
事

　
　
　
　
費
二
L
．
．
．
、
七
六
番

二
十
七
日
十
日
町
病
院
高
川
剛
．
．
．
一

　
　
　
　
費
二
上
、
輔
．
六
．
番

青
少
年
育
成
指
導
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
井
氏
ら
を
委
嘱

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
青
少
年
育
成
指

導
員
に
、
つ
ぎ
の
十
四
氏
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
青
少
年
育
成
指
導
員
鳳

今
後
地
域
の
青
少
年
に
対
し
、
そ
の

指
導
、
相
談
、
啓
蒙
活
動
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
杢
す
。

富
井
清
道
（
六
箇
山
谷
）
丸
山
喜
平

（
吉
田
山
谷
）
大
島
伊
一
　
（
水
野

脚
　
　
て
腺
装
身
㍍

あ
　
論
備
諾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

M
田
工
度
月
ド
コ
は

繭
薦
難
襟

陳
舗
聯
彰
捷

¶
　
市
脚
誓

溜〆
～
く
ン
タ
～
’
ン
’
～
｛
〉
～
～
）
ン
ン
〉
｝
ノ
ン

（
野
田
）
▽
市
推
奨
の
木
入
選
者
“

佐
藤
勝
利
（
川
治
内
後
）
、
宮
沢
弘

子
（
四
日
町
新
出
三
）
、
小
島
松
三

瀬
事
離
欝
設

　
市
の
木
は
「
き
り

　
十
日
町
市
を
代
表
す
る
木
（
市
の

木
）
の
選
定
委
員
会
は
、
去
る
七
日

開
か
れ
、
応
募
七
十
八
人
か
ら
の
二

十
九
種
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

市
の
木
に
「
き
り
」
。
市
推
奨
の

木
は
「
き
り
、
す
ぎ
、
け
や
ぎ
、
や

ま
も
み
じ
、
い
ち
よ
う
」
と
決
定
し

重
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
十
日
町
市

の
歴
史
、
産
業
、
植
物
分
布
、
適

地
、
用
途
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て

十
日
町
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
さ
き
に
青
年
会
議
所
で
選
定
し

た
市
の
花
（
山
つ
っ
じ
）
も
当
日
の

」
と
決
定

委
員
会
で
正
式
な
市
の
花
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
ー
た
．
市
の
木
の
応
募
入

選
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
▽
市
の
木
入
選
者
n
村
山
政
好

もの。

町
）
松
井
和
栄
（
本
町
西
一
）
庭
野

与
一
（
赤
倉
）
中
沢
幾
太
郎
（
四
日

町
第
一
）
樋
口
熊
蔵
（
中
条
旭
町
）

大
淵
武
義
（
上
新
田
一
）
長
谷
川
強

（
水
口
）
斉
木
睦
子
（
南
鐙
坂
、
村

山
利
雄
（
伊
達
．
二
）
村
山
聡
太
郎

（
川
治
下
町
二
）
幸
田
百
合
子
（
川

治
下
町
一
）
富
井
寅
ヒ
（
水
沢
第

二
）
。箋

を900万円で実施

磁
‘
　
慧
懸
畷

郎
（
下
条
本
町
）
、
大
口
花
子

治
上
町
）
、
馴
川
浩
一

一
）

』
一
｛
イ
．
監
ノ
・
＝
監
ノ
、
，
・
・
～

　
　
　
V

　
　
　
鴇

　
　
　
吊

　
　
　
鵡

　
　
（
川

（
高
田
町

よみうりランド（東京）で十日町を宣伝

　新潟県の観光と物産を全国に紹介

する「越後と佐渡の観光まつりゴが

東京のよみうりランドで開かれてい

ます。去る5月3日の十日町市の日

は、同会場で十日町織協女子職員16

名が郷土芸能の十日町小唄と深雪甚

句を公開。きもの撮影会もあわせて

行なわれました。

　
　
　
蓄

と
他
・

鼠
の
稿

一
紀
鴇
　
　
枷

　
　
鳩
〔

『
，

進
胤
か
5

概
短
へ
最
τ
ε

口喫

い
占
劫
色

す
3
ん
τ
す
か
角

　
　
　
　
し
♂
う
が

認塗

）・）

ず
も
ね
・

留
吾
占
め
z
喜
産

喰
∂
∋
の
を
買
い

占
防
寵
ぎ
：

頼

麹
釦
忌
ん

ず
ξ
ザ
ね
■

　
　
　
　
嬉

な
奄
”

畢
，
　
、

皇
沽
あ
～

　
　
￥
募
す

　
　
　
　
、
ッ

　
　
　
（
ε

そ
ん
薯
象
ノ
．
．

窃
る
①
か
亀
卿
、

筋
り
3
寄

ヤ
q
μ

藷
3
轟
・
8

越誓

、
ム
、

こ
れ
を
嘔
5

　
　
　
　
　
は

セ
ロ
劫
Z
く
粛
嵐
は
・

ボ
ク
蒼
え
熔
う

β
っ
て
む
強
ご
昏
電
く

　
　
屯
多
毛
ん
4

蝕）二

5月号から、じろ一君が登場
しました。

作者は藤田勲君（十高3年）
です。

ポッポくん同様、よろしく
お願いします。

金
婚
夫
婦
に
色
紙
贈
呈

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
金
婚

を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
、
県
知

事
揮
毫
（
き
．
こ
ろ
）
の
色
紙
を
贈
呈

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
っ
て
嘱
託
員
か
ら
該
当
者
の
調

査
を
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
が
、
該

当
者
は
も
れ
お
ち
の
な
い
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
嘱
託
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
（
該
当
者
）
大
正
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日

の
間
に
結
婚
さ
れ
た
方
で
、
昭
和
四

十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
、
ご
夫
婦

そ
ろ
っ
て
お
ら
れ
る
方
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　
接
種
時
期
…
…
五
月
下
旬
～
七
月

上
旬
▽
接
種
場
所
…
追
っ
て
回
覧
で
通

知
し
ま
す
▽
接
種
対
象
者
…
…
満
三

歳
以
上
十
五
歳
と
五
十
五
歳
以
上
六

＋
五
歳
▽
接
種
料
金
…
－
一
回
二
百

三
十
円
▽
接
種
回
数
…
：
は
じ
め
て

の
人
、
年
二
回
。
毎
年
実
施
し
て
い

る
人
、
年
一
回
▽
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

者
等
医
師
が
予
防
接
種
不
適
当
と
認

め
た
者
を
除
く
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
春
日
市
長
（
六
箇
婦
人
会
講
師

謝
礼
）
…
…
三
千
円
（
農
協
婦
人
部

講
師
謝
礼
）
…
…
五
千
円
。

　
▽
稲
沢
ト
シ
（
山
本
二
）
…
…
ぞ

う
き
ん
八
十
枚
。
▽
村
山
忠
（
関

根
）
…
…
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ッ
ト
一
台
。

　
▽
庭
野
金
作
（
川
原
町
）
…
…
ぞ

う
き
ん
二
十
枚
．
▽
水
落
…
土
千

円
。　
▽
桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）
交
通
安

全
対
策
に
…
…
一
万
円
。
▽
山
内
与

喜
男
（
本
町
二
）
保
育
所
園
児
の
交

通
安
全
対
策
に
…
…
四
万
円
。

　
▽
岡
村
哲
（
錦
町
）
交
通
安
全
施

設
に
（
香
典
返
し
）
…
…
十
万
円
。

苗
場
山
ろ
く
開
発
室
は
、
去
る

五
月
十
二
日
、
分
室
を
水
沢
出

張
所
（
費
八
⊥
三
〇
二
番
）

へ
設
置
し
ま
し
た
。

○
－

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

、乏）

・踏・　　冗

懸購
融

．
糠
難
霧
難
鞭
覇

鍵
雛
蟻
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
色

総
辮
蓼
篠

瀦
灘
驚

　
　
　
　
　
嚢

鐸　
　
　
　
〃

購
購

　
　
　
驚
、
禦
灘
獅

鞭
認
『

　
　
　
灘

懸
　
　
舞

欝
、
灘
纏

　
　
　
　
鷺

㎜
　
鱒

無
　
　
　
　
　
　
　
　
箋

　
　
籔

心
　
鍵

欄
　
　
、
嫌

き月5田藻

　
聾
織
講

．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
駄
嚢
叢
　
欝

欝鞍溝

醗

喚

纏
　

欝麟
灘

関
．

臨

憲
難

群

　　磯撚
綾

6」観e
　□200号□

甘
酸
っ
ぱ
い

六
月
の

風緑
が
濃
く
な
っ
た

木
　
と

草つ
つ
じ
が

咲
く

六
月
一
日
　
気
象
記
念
目

六
月
一
口
～
七
日
　
水
道
週
間

六
月
四
日
～
十
日

　
　
　
　
　
歯
の
衛
生
週
間

六
月
五
日
～
六
日
　
小
唄
ま
つ
り

六
月
五
口
～
十
一
日
　
環
境
週
間

六
月
七
日
　
計
量
記
念
日

づ

＿【・　 一・　＿L＾　一6　＿L昂　＿ 一の　＿』 ．
ノヤ　 ノヤ　 ノヤ　 ノヤ　 ノヤ　　メヤ　　ノヤ

月月月月月月月
二二二二十十十
十十十十七一日
八五三…日日
日日日日　　時
　　　父入の貿救沖夏の梅記
易ら縄至日　念
記い慰　　　日

夏
至
沖
縄
慰
霊
の
日

救
ら
い
の
日

貿
易
記
念
日

ひ
ら
い
た
リ
ュ
ッ
ク
に

陽
が
あ
た
つ
て

明
か
る
い
夢

人口

（　）内は

前月との比較

増減

昭和48年5月1日現在

世帯数　11，162（＋58）

人口50，031（＋73）

　男　　24，078（＋40）

　女25，953（＋33）

面積211．44K㎡
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騒耀舵盗滋頃協
　農地の虫食い状態を防ぎ、今後10年間を見通した
農用地区域を定めるため、市では昭和48年10月を目
標に十日町市農業振興地域整備計画の策定を急いで
います。
　つぎに「農業振興地域整備に関する法律」（農振法）

のあらましをご紹介します。　　　　↓齢、，，曲

10

月
を
目
標
に
線
引
き
作
業

農
振
法
の
目
的
は
、
最
近
、
都
甫
周

辺
部
へ
の
人
ロ
集
中
や
交
通
機
関
の

整
備
で
農
地
ω
虫
食
い
化
が
唄
わ
れ

ま
し
た
が
、
二
の
現
象
を
防
ヂ
e
都

ノ
き
　
　
　
セ
き

罐
　
．
騨

甫
化
を
図
る
地
域
と
農
業
の
振
興
を

図
る
地
域
（
農
業
地
域
）
と
を
区
分

し
、
農
振
地
域
に
農
業
投
資
を
集
中

し
て
行
な
い
、
農
業
の
健
全
な
発
展

　　　　　　　　　　　　　　　　織麟絵

農振地域に指定されると、農業の生産基盤

を整備し、農業の近代化をはかるり　　．。i

遜盤備された小泉　籍轟泰
禽轟職螺饗鷺繋麺嚢欝野●

議
長
に
中
町
氏
、
副
議
長
に
竹
内
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
第
三
回
市
議
会
臨
時
会
1

　
第
三
回
市
議
曾
臨
時
会
は
、
去
る

五
月
十
八
H
開
か
れ
、
一
議
案
は
凍

案
可
決
、
二
議
案
を
総
務
文
教
委
員

会
に
付
託
、
万
請
願
を
採
択
し
ま
し

た
。　
こ
の
ほ
が
議
．
長
、
副
議
長
の
辞
任

に
伴
う
議
会
構
成
の
選
挙
が
行
な
わ

れ
議
長
に
中
町
忠
雄
氏
、
副
議
長
に

竹
内
真
氏
を
選
出
。
あ
わ
せ
て
任
期

満
了
に
よ
る
常
任
委
員
会
及
び
議
会

運
営
委
員
の
改
選
も
行
な
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
っ
ぎ
の
委
員
長
及
び
副
委
員

長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

と
土
地
の
高
率
的
な
利
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
で
い
寮
す
。

　
⇔
農
用
地
区
域
の
線
引
ぎ
を
行
な

う
に
は
、
土
地
所
有
者
を
は
じ
め
地

域
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
聞
き
、
円
滑
な
線
引
き
作
業
を
実

施
す
る
た
め
、
農
振
地
域
整
備
促
進

協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
農
振
地
区
推

進
員
の
委
嘱
を
し
た
り
、
す
で
に
何

度
か
各
地
区
で
部
落
説
明
会
を
開
い

て
意
見
交
換
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
　
（
苗
場
山
ろ
く
開
発
予
定
地
域
は

こ
れ
か
ら
実
施
の
予
定
）

　
一
団
地
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
を
農

用
地
区
域
に

　
農
用
地
区
域
の
線
引
き
に
は
法
律

で
優
良
農
用
地
と
し
て
一
団
地
が
二

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
ま
と
ま
っ
て
い

る
農
地
を
農
用
地
区
域
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
市
は
、
山
間
地
域
も
で

　
　
　
委
員
長
　
　
越
村
　
勝
治
一

　
　
　
副
委
員
長
　
金
子
　
幸
造
［

　
・
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
斉
仁
　
正
義

　
　
副
委
員
長
　
須
藤

・
社
会
経
済
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
丸
n

　
　
副
委
員
長
　
尺
島

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
越
村

　
　
副
委
員
長
　
矢
口

誠
也

昭尚
三政

重勝
雄治

き
る
だ
け
農
用
地
区
域
に
指
定
す
る

考
え
で
、
同
一
水
系
、
同
一
道
路
で

連
結
さ
れ
て
い
る
農
地
全
体
で
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
な
る
と
こ
ろ
を

農
用
地
区
域
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。　
　
農
振
地
域
整
備

　
　
計
画
の
内
容

　
こ
の
計
画
書
の
内
容
は
、
e
土
地

の
利
用
計
画
、
⇔
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
開
発
、
㊧
農
地
保
有
の
合
理

化
、
凶
近
代
化
施
設
の
整
備
に
関
す

る
こ
と
の
四
項
日
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
，

　
県
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

が
今
年
中
に
計
画
書
を
完
成
さ
せ
る

予
定
で
す
。
本
市
で
は
、
計
画
書
が

で
き
あ
が
っ
た
後
、
み
な
さ
ん
に
縦

覧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
農
用
地
区
域
」
に

線
引
き
さ
れ
ま
す

　
と
－

　
農
用
地
区
域
と
し
て
線
引
き
さ
れ

ま
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
利
点
が
あ

り
ま
ず
。

　
ま
ず
、
国
県
の
補
助
融
資
等
が
優

先
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
，
具
体
的
に

は
基
盤
整
備
や
農
道
の
関
設
、
近
代

化
施
設
の
導
入
な
ダ
を
集
中
的
に
行

な
い
、
税
制
ト
か
ら
承
農
地
売
買
の

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
百
五
十
万
円
控

除
計
画
書
決
定
後
五
年
以
内
に
登

記
し
た
場
合
、
登
録
免
許
税
現
行
千

分
の
五
十
が
、
千
分
の
六
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。
反
面
、
農
地
の
宅
地
等
の

転
用
か
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

　　　　　　ン　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

簑繋譲驚臨霞㊥
ましょう。

　異状な現象を発見したときは、消防団員、

市政事務嘱託員、消防署などに急報してく

ださい。　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　固定資産税の納期を変更
　昭和48年度固定資産税（都市計画税）の納期をつ
ぎのとおり変更しました。これは、国会での地方税
法改正審議がおくれたため、市条例の改正や、事務
上からも5月納期（第1期分）にまにあわないこと
になりました。ご協力をおねがいします。
　　第1期分　昭和48年7月16日～7月末日
　　第2期分　　　〃　　9月16日～9月末日
　　第3期分　　　〃　11月16日～”月末日
　　第4期分　昭和49年1月16日～1月末日

lI第31｛・季ll便物、1ど、・11昭和48年6月10日とおかまち麟麟匿三（3

老
人
と
こ
ど
も
の
楽
し
い
一
日

　
　
　
　
　
　
ー
八
箇
小
で
孫
親
教
室
ー

学校の床みがき　十日町小唄を踊→
に精を出すお年　り・お年寄りに
寄りたち、，　　感轡する八箇小
　　　　　　　の一ともたち、

　
去
る
五
月
十
七
日
、
十
八
日
の

二
目
間
、
八
箇
小
学
校
（
竹
内
校

長
、
児
童
二
＋
六
名
）
で
、
お
年

寄
り
と
こ
ど
も
達
の
会
「
孫
親
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
地
域
の
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
が
学
校
の
奉
仕
活
動
を
通

じ
、
か
わ
い
い
孫
の
学
校
生
活
を

知
る
と
同
時
に
、
こ
ど
も
達
に
実

践
の
中
か
ら
敬
老
の
精
神
を
学
ば

せ
る
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。　
こ
の
日
は
、
五
＋
ヒ
名
の
お
年

寄
り
が
、
校
庭
の
草
と
り
や
床
み

が
き
を
行
な
っ
た
後
、
こ
ど
も
達

が
、
口
頃
練
習
し
て
い
た
歌
や
踊

り
や
劇
を
見
せ
て
、
お
年
寄
り
に

感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
し
ま
し
た

蕊麟讐輔1
　卜日町市の水道も、きれいで豊かな水を送

りつづけて満15年目をむかえました。

　給水人口も、市勢の発展とともに拡大し、

上水道と簡易水道あわせて39，620人となり、

普及率は計画人口に対して92％に達しました。

　みなさんの家庭でご利用いただく水道水1．よ、

配水管建設工事や修繕工事、製造経費の増大

などで1年間におよそ1億4，900万円の費用が

かかります。

　これからも、みなさんの水道を大切に見守

り、はげましていただきたいと思います、、

　
下
校
の
際
は
、
交
趙
安
全
指
導
も

か
ね
　
お
年
寄
り
と
二
ど
も
達
．
が
一

詔
に
仲
良
く
帰
り
庄
し
た
。

　
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー

　
の
名
称
は

　
　
　
　
ご
　
　
じ
ん

　
　
　
「
御
陣
荘
」

　
十
目
町
地
域
広
域
事
務
組
合
「
総

合
福
祉
セ
γ
タ
i
」
は
、
津
南
町
段

野
地
内
に
完
成
し
、
十
日
町
市
や
中

魚
沼
の
老
人
や
婦
人
の
み
な
さ
ん
か

　
　
”
市
長
へ

　
　
　
く
だ
さ
い

昭和48年4月分市民相談受理件数

（行政相談員の受理したものを含む）

ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

施
設
名
称
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
応

募
四
十
八
点
の
う
ち
か
ら
抽
せ
ん
で

「
御
陣
荘
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
選
及
び
佳
作
者
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

，，f，’，F，佳入

　　　　作選

卜樺桑保太桑
村沢原坂田原

フ邦政慶幸茂
サ子重松子作

樋
口
由
記
子

（
津
南
町
）

（
南
鐙
坂
）

’
津
南
町
）

（
　
μ
　
）

（
　
厚
　
）

（
土
市
三
）

（
高
田
町
）

の
た
よ
り
”
を
お
寄
せ

総件数
う　ち　わ　け

要望 苦情 相談

82 38 3 39

　
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
と

り
入
れ
、
市
民
総
参
加
の
市
政
づ
く

り
を
目
ざ
す
た
め
、
こ
の
ほ
ど
往
復

ハ
ガ
キ
「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
市

役
所
、
公
民
館
、
市
農
協
、
山
間
部

の
学
校
等
に
備
え
つ
け
ま
し
た
，

　
み
な
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
や

ご
要
望
や
ご
不
満
あ
る
い
は
相
談
し

た
い
こ
と
に
つ
い
で
、
こ
の
ハ
ガ
キ

に
要
旨
を
記
載
し
郵
便
ポ
ス
ト
（
切

手
不
要
）
に
投
か
ん
く
だ
さ
い
。
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ハ
ガ
キ
に
は

必
ず
返
事
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
市
役
所
に
あ
る
市
民
相

談
係
と
地
域
ご
と
に
六
名
の
行
政
相

談
員
が
、
み
な
さ
ん
の
苦
情
や
要
望

や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
共

共
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
青
年
団
財
産
を
宥
託

　
　
　
　
　
市
民
顕
彰
金
と
し
て

　
十
日
町
青
年
団
は
、
十
年
ほ
ど
前

自
然
消
滅
の
か
た
ち
で
解
散
し
ま
し

た
が
、
そ
の
裁
金
は
六
名
の
基
金
管

理
者
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、

先
月
十
一
日
、
南
雲
金
一
さ
ん
（
白

梅
屋
紋
織
社
長
）
ほ
か
五
名
が
市
役

所
を
訪
れ
、
青
少
年
団
体
の
援
助
や

か
く
れ
た
功
績
者
を
表
彰
す
る
「
市

民
顕
彰
基
金
」
に
し
て
ほ
し
い
と
百

四
十
万
円
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
寄
託
者
の
意
志
を
く
ん
で

市
民
の
模
範
と
し
て
推
奨
ず
る
に
ふ

悲
わ
し
い
功
績
の
あ
っ
た
者
の
ほ
う

彰
資
金
に
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
八
年
九
月
採
用
予
定
の

十
日
町
地
域
広
域
事
務
紺
合
消
防
職

員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
と
人
員
　
消
防
士
　
十
六
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

　
応
募
資
格
　
①
高
校
卒
業
者
ま
た

は
、
同
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る

者
で
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以
降
出
生
の

男
子
（
消
防
職
員
の
経
験
者
、
特
殊

技
能
資
略
者
は
、
昭
和
十
八
年
四
月

二
日
以
降
出
生
の
者
）

　
⑭
身
長
一
五
八
膨
層
以
上
の
身
体

強
健
な
者

　
③
十
日
町
市
及
び
川
西
町
、
津
南

町
、
中
學
村
に
居
庄
可
能
の
も
の
。

　
受
研
期
間
　
昭
和
四
十
へ
年
六
月

十
五
口
か
ら
六
月
一
．
十
青
日
ま
で
。

　
試
験
期
日
　
昭
和
四
十
八
年
ヒ
月

へ
H
（
日
）
。
　
、
時
間
、
場
所
は
申

し
込
ゐ
昌
に
通
知
し
ま
す
）
試
験
は

教
養
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査

体
力
診
断
テ
ス
ト
、
身
上
調
査
を
行

な
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
先
　
十
日
町
公
兵
職
業

安
定
所
ま
た
は
セ
ロ
町
地
域
消
防
本

部
総
務
課
へ
。
く
わ
し
い
こ
と
は
消

防
本
部
総
務
課
（
曾
二
ー
二
四
五

〇
）
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

六
月
休
日
救
急
医

十
七
日
富
田
医
院
轟
明
町
）

　
　
　
費
二
－
三
二
六
九
番

二
十
四
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
魯
二
－
二
一
七
四
番

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
な

か
ら
だ
づ
く
り
を

G
い

勲

轟

翅

お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
／
6
月
ー
9
月
の
土
・
日
・
祭

　
　
日
を
除
く
毎
日
（
雨
天
中

　
　
止
）
午
前
5
時
半
～
6
時

　
　
半

集
合
／
市
役
所
前
広
場

コ
ー
ス
ー
市
役
所
～
若
宮
町
～
八

　
　
幡
～
上
町
～
旭
町
～
本
町

　
　
西
線
～
市
役
所

参
加
料
／
一
〇
〇
円

参
加
資
格
／
一
般
市
民
（
小
4
年

　
　
生
以
下
父
兄
同
伴
）

婦
人
体
育
教
室

毎
週
月
曜

毎
週
水
曜

毎
週
木
曜

毎
週
金
曜

種
目
ー
バ
レ
』
ボ
ー
ル
、

　
　
、
ノ
ト

　
　
ェ
リ
ー

早
朝
マ
ラ
ソ
ン

期
日
／
6
月
～
9
月
の
毎
週
金
曜

　
　
（
雨
天
中
止
）

　
　
5
時
半
～
6
時
半

集
合
／
市
役
所
前
広
場

コ
ー
ス
ー
年
令
、
体
力
に
応
じ
て

　
　
3
～
5
㎞
の
コ
ー
ス

　
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
は
、
市
教
委
社

会
教
育
課
（
曾
7
－
3
1
1
1
）
へ

午
前
9
時
～
n
時

午
後
7
時
～
9
時

　
　
市
民
体
育
館

午
後
7
時
～
9
時

　
　
中
条
小
学
校

午
後
7
時
～
9
時

　
　
川
治
小
学
校

午
後
7
時
～
9
時

　
　
水
沢
小
学
校

　
　
　
　
バ
ド
ミ

ン
、
卓
球
、
ア
ー
チ

　
、
体
操



裕へ博

2）とおかまち（第3種郵便物認可）昭和48年6月10日

騒耀舵盗滋頃協
　農地の虫食い状態を防ぎ、今後10年間を見通した
農用地区域を定めるため、市では昭和48年10月を目
標に十日町市農業振興地域整備計画の策定を急いで
います。
　つぎに「農業振興地域整備に関する法律」（農振法）

のあらましをご紹介します。　　　　↓齢、，，曲

10

月
を
目
標
に
線
引
き
作
業

農
振
法
の
目
的
は
、
最
近
、
都
甫
周

辺
部
へ
の
人
ロ
集
中
や
交
通
機
関
の

整
備
で
農
地
ω
虫
食
い
化
が
唄
わ
れ

ま
し
た
が
、
二
の
現
象
を
防
ヂ
e
都

ノ
き
　
　
　
セ
き

罐
　
．
騨

甫
化
を
図
る
地
域
と
農
業
の
振
興
を

図
る
地
域
（
農
業
地
域
）
と
を
区
分

し
、
農
振
地
域
に
農
業
投
資
を
集
中

し
て
行
な
い
、
農
業
の
健
全
な
発
展

　　　　　　　　　　　　　　　　織麟絵

農振地域に指定されると、農業の生産基盤

を整備し、農業の近代化をはかるり　　．。i

遜盤備された小泉　籍轟泰
禽轟職螺饗鷺繋麺嚢欝野●

議
長
に
中
町
氏
、
副
議
長
に
竹
内
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
第
三
回
市
議
会
臨
時
会
1

　
第
三
回
市
議
曾
臨
時
会
は
、
去
る

五
月
十
八
H
開
か
れ
、
一
議
案
は
凍

案
可
決
、
二
議
案
を
総
務
文
教
委
員

会
に
付
託
、
万
請
願
を
採
択
し
ま
し

た
。　
こ
の
ほ
が
議
．
長
、
副
議
長
の
辞
任

に
伴
う
議
会
構
成
の
選
挙
が
行
な
わ

れ
議
長
に
中
町
忠
雄
氏
、
副
議
長
に

竹
内
真
氏
を
選
出
。
あ
わ
せ
て
任
期

満
了
に
よ
る
常
任
委
員
会
及
び
議
会

運
営
委
員
の
改
選
も
行
な
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
っ
ぎ
の
委
員
長
及
び
副
委
員

長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

と
土
地
の
高
率
的
な
利
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
で
い
寮
す
。

　
⇔
農
用
地
区
域
の
線
引
ぎ
を
行
な

う
に
は
、
土
地
所
有
者
を
は
じ
め
地

域
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
聞
き
、
円
滑
な
線
引
き
作
業
を
実

施
す
る
た
め
、
農
振
地
域
整
備
促
進

協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
農
振
地
区
推

進
員
の
委
嘱
を
し
た
り
、
す
で
に
何

度
か
各
地
区
で
部
落
説
明
会
を
開
い

て
意
見
交
換
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
　
（
苗
場
山
ろ
く
開
発
予
定
地
域
は

こ
れ
か
ら
実
施
の
予
定
）

　
一
団
地
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
を
農

用
地
区
域
に

　
農
用
地
区
域
の
線
引
き
に
は
法
律

で
優
良
農
用
地
と
し
て
一
団
地
が
二

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
ま
と
ま
っ
て
い

る
農
地
を
農
用
地
区
域
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
市
は
、
山
間
地
域
も
で

　
　
　
委
員
長
　
　
越
村
　
勝
治
一

　
　
　
副
委
員
長
　
金
子
　
幸
造
［

　
・
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
斉
仁
　
正
義

　
　
副
委
員
長
　
須
藤

・
社
会
経
済
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
丸
n

　
　
副
委
員
長
　
尺
島

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
越
村

　
　
副
委
員
長
　
矢
口

誠
也

昭尚
三政

重勝
雄治

き
る
だ
け
農
用
地
区
域
に
指
定
す
る

考
え
で
、
同
一
水
系
、
同
一
道
路
で

連
結
さ
れ
て
い
る
農
地
全
体
で
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
な
る
と
こ
ろ
を

農
用
地
区
域
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。　
　
農
振
地
域
整
備

　
　
計
画
の
内
容

　
こ
の
計
画
書
の
内
容
は
、
e
土
地

の
利
用
計
画
、
⇔
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
開
発
、
㊧
農
地
保
有
の
合
理

化
、
凶
近
代
化
施
設
の
整
備
に
関
す

る
こ
と
の
四
項
日
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
，

　
県
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

が
今
年
中
に
計
画
書
を
完
成
さ
せ
る

予
定
で
す
。
本
市
で
は
、
計
画
書
が

で
き
あ
が
っ
た
後
、
み
な
さ
ん
に
縦

覧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
農
用
地
区
域
」
に

線
引
き
さ
れ
ま
す

　
と
－

　
農
用
地
区
域
と
し
て
線
引
き
さ
れ

ま
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
利
点
が
あ

り
ま
ず
。

　
ま
ず
、
国
県
の
補
助
融
資
等
が
優

先
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
，
具
体
的
に

は
基
盤
整
備
や
農
道
の
関
設
、
近
代

化
施
設
の
導
入
な
ダ
を
集
中
的
に
行

な
い
、
税
制
ト
か
ら
承
農
地
売
買
の

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
百
五
十
万
円
控

除
計
画
書
決
定
後
五
年
以
内
に
登

記
し
た
場
合
、
登
録
免
許
税
現
行
千

分
の
五
十
が
、
千
分
の
六
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。
反
面
、
農
地
の
宅
地
等
の

転
用
か
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

　　　　　　ン　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

簑繋譲驚臨霞㊥
ましょう。

　異状な現象を発見したときは、消防団員、

市政事務嘱託員、消防署などに急報してく

ださい。　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　固定資産税の納期を変更
　昭和48年度固定資産税（都市計画税）の納期をつ
ぎのとおり変更しました。これは、国会での地方税
法改正審議がおくれたため、市条例の改正や、事務
上からも5月納期（第1期分）にまにあわないこと
になりました。ご協力をおねがいします。
　　第1期分　昭和48年7月16日～7月末日
　　第2期分　　　〃　　9月16日～9月末日
　　第3期分　　　〃　11月16日～”月末日
　　第4期分　昭和49年1月16日～1月末日

lI第31｛・季ll便物、1ど、・11昭和48年6月10日とおかまち麟麟匿三（3

老
人
と
こ
ど
も
の
楽
し
い
一
日

　
　
　
　
　
　
ー
八
箇
小
で
孫
親
教
室
ー

学校の床みがき　十日町小唄を踊→
に精を出すお年　り・お年寄りに
寄りたち、，　　感轡する八箇小
　　　　　　　の一ともたち、

　
去
る
五
月
十
七
日
、
十
八
日
の

二
目
間
、
八
箇
小
学
校
（
竹
内
校

長
、
児
童
二
＋
六
名
）
で
、
お
年

寄
り
と
こ
ど
も
達
の
会
「
孫
親
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
地
域
の
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
が
学
校
の
奉
仕
活
動
を
通

じ
、
か
わ
い
い
孫
の
学
校
生
活
を

知
る
と
同
時
に
、
こ
ど
も
達
に
実

践
の
中
か
ら
敬
老
の
精
神
を
学
ば

せ
る
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。　
こ
の
日
は
、
五
＋
ヒ
名
の
お
年

寄
り
が
、
校
庭
の
草
と
り
や
床
み

が
き
を
行
な
っ
た
後
、
こ
ど
も
達

が
、
口
頃
練
習
し
て
い
た
歌
や
踊

り
や
劇
を
見
せ
て
、
お
年
寄
り
に

感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
し
ま
し
た

蕊麟讐輔1
　卜日町市の水道も、きれいで豊かな水を送

りつづけて満15年目をむかえました。

　給水人口も、市勢の発展とともに拡大し、

上水道と簡易水道あわせて39，620人となり、

普及率は計画人口に対して92％に達しました。

　みなさんの家庭でご利用いただく水道水1．よ、

配水管建設工事や修繕工事、製造経費の増大

などで1年間におよそ1億4，900万円の費用が

かかります。

　これからも、みなさんの水道を大切に見守

り、はげましていただきたいと思います、、

　
下
校
の
際
は
、
交
趙
安
全
指
導
も

か
ね
　
お
年
寄
り
と
二
ど
も
達
．
が
一

詔
に
仲
良
く
帰
り
庄
し
た
。

　
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー

　
の
名
称
は

　
　
　
　
ご
　
　
じ
ん

　
　
　
「
御
陣
荘
」

　
十
目
町
地
域
広
域
事
務
組
合
「
総

合
福
祉
セ
γ
タ
i
」
は
、
津
南
町
段

野
地
内
に
完
成
し
、
十
日
町
市
や
中

魚
沼
の
老
人
や
婦
人
の
み
な
さ
ん
か

　
　
”
市
長
へ

　
　
　
く
だ
さ
い

昭和48年4月分市民相談受理件数

（行政相談員の受理したものを含む）

ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

施
設
名
称
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
応

募
四
十
八
点
の
う
ち
か
ら
抽
せ
ん
で

「
御
陣
荘
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
選
及
び
佳
作
者
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

，，f，’，F，佳入

　　　　作選

卜樺桑保太桑
村沢原坂田原

フ邦政慶幸茂
サ子重松子作

樋
口
由
記
子

（
津
南
町
）

（
南
鐙
坂
）

’
津
南
町
）

（
　
μ
　
）

（
　
厚
　
）

（
土
市
三
）

（
高
田
町
）

の
た
よ
り
”
を
お
寄
せ

総件数
う　ち　わ　け

要望 苦情 相談

82 38 3 39

　
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
と

り
入
れ
、
市
民
総
参
加
の
市
政
づ
く

り
を
目
ざ
す
た
め
、
こ
の
ほ
ど
往
復

ハ
ガ
キ
「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
市

役
所
、
公
民
館
、
市
農
協
、
山
間
部

の
学
校
等
に
備
え
つ
け
ま
し
た
，

　
み
な
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
や

ご
要
望
や
ご
不
満
あ
る
い
は
相
談
し

た
い
こ
と
に
つ
い
で
、
こ
の
ハ
ガ
キ

に
要
旨
を
記
載
し
郵
便
ポ
ス
ト
（
切

手
不
要
）
に
投
か
ん
く
だ
さ
い
。
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ハ
ガ
キ
に
は

必
ず
返
事
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
市
役
所
に
あ
る
市
民
相

談
係
と
地
域
ご
と
に
六
名
の
行
政
相

談
員
が
、
み
な
さ
ん
の
苦
情
や
要
望

や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
共

共
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
青
年
団
財
産
を
宥
託

　
　
　
　
　
市
民
顕
彰
金
と
し
て

　
十
日
町
青
年
団
は
、
十
年
ほ
ど
前

自
然
消
滅
の
か
た
ち
で
解
散
し
ま
し

た
が
、
そ
の
裁
金
は
六
名
の
基
金
管

理
者
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、

先
月
十
一
日
、
南
雲
金
一
さ
ん
（
白

梅
屋
紋
織
社
長
）
ほ
か
五
名
が
市
役

所
を
訪
れ
、
青
少
年
団
体
の
援
助
や

か
く
れ
た
功
績
者
を
表
彰
す
る
「
市

民
顕
彰
基
金
」
に
し
て
ほ
し
い
と
百

四
十
万
円
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
寄
託
者
の
意
志
を
く
ん
で

市
民
の
模
範
と
し
て
推
奨
ず
る
に
ふ

悲
わ
し
い
功
績
の
あ
っ
た
者
の
ほ
う

彰
資
金
に
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
八
年
九
月
採
用
予
定
の

十
日
町
地
域
広
域
事
務
紺
合
消
防
職

員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
と
人
員
　
消
防
士
　
十
六
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

　
応
募
資
格
　
①
高
校
卒
業
者
ま
た

は
、
同
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る

者
で
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以
降
出
生
の

男
子
（
消
防
職
員
の
経
験
者
、
特
殊

技
能
資
略
者
は
、
昭
和
十
八
年
四
月

二
日
以
降
出
生
の
者
）

　
⑭
身
長
一
五
八
膨
層
以
上
の
身
体

強
健
な
者

　
③
十
日
町
市
及
び
川
西
町
、
津
南

町
、
中
學
村
に
居
庄
可
能
の
も
の
。

　
受
研
期
間
　
昭
和
四
十
へ
年
六
月

十
五
口
か
ら
六
月
一
．
十
青
日
ま
で
。

　
試
験
期
日
　
昭
和
四
十
八
年
ヒ
月

へ
H
（
日
）
。
　
、
時
間
、
場
所
は
申

し
込
ゐ
昌
に
通
知
し
ま
す
）
試
験
は

教
養
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査

体
力
診
断
テ
ス
ト
、
身
上
調
査
を
行

な
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
先
　
十
日
町
公
兵
職
業

安
定
所
ま
た
は
セ
ロ
町
地
域
消
防
本

部
総
務
課
へ
。
く
わ
し
い
こ
と
は
消

防
本
部
総
務
課
（
曾
二
ー
二
四
五

〇
）
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

六
月
休
日
救
急
医

十
七
日
富
田
医
院
轟
明
町
）

　
　
　
費
二
－
三
二
六
九
番

二
十
四
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
魯
二
－
二
一
七
四
番

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
な

か
ら
だ
づ
く
り
を

G
い

勲

轟

翅

お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
／
6
月
ー
9
月
の
土
・
日
・
祭

　
　
日
を
除
く
毎
日
（
雨
天
中

　
　
止
）
午
前
5
時
半
～
6
時

　
　
半

集
合
／
市
役
所
前
広
場

コ
ー
ス
ー
市
役
所
～
若
宮
町
～
八

　
　
幡
～
上
町
～
旭
町
～
本
町

　
　
西
線
～
市
役
所

参
加
料
／
一
〇
〇
円

参
加
資
格
／
一
般
市
民
（
小
4
年

　
　
生
以
下
父
兄
同
伴
）

婦
人
体
育
教
室

毎
週
月
曜

毎
週
水
曜

毎
週
木
曜

毎
週
金
曜

種
目
ー
バ
レ
』
ボ
ー
ル
、

　
　
、
ノ
ト

　
　
ェ
リ
ー

早
朝
マ
ラ
ソ
ン

期
日
／
6
月
～
9
月
の
毎
週
金
曜

　
　
（
雨
天
中
止
）

　
　
5
時
半
～
6
時
半

集
合
／
市
役
所
前
広
場

コ
ー
ス
ー
年
令
、
体
力
に
応
じ
て

　
　
3
～
5
㎞
の
コ
ー
ス

　
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
は
、
市
教
委
社

会
教
育
課
（
曾
7
－
3
1
1
1
）
へ

午
前
9
時
～
n
時

午
後
7
時
～
9
時

　
　
市
民
体
育
館

午
後
7
時
～
9
時

　
　
中
条
小
学
校

午
後
7
時
～
9
時

　
　
川
治
小
学
校

午
後
7
時
～
9
時

　
　
水
沢
小
学
校

　
　
　
　
バ
ド
ミ

ン
、
卓
球
、
ア
ー
チ

　
、
体
操



℃
へ
博

（4）とおかまち

八
百
八
十
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

騒纏鍮遭
　新緑も目にしむ、さっき晴れの目曜日、市民体

育館で昭和48年度成人式が行なわれ、8部人（男

391人、女489人）が大人の仲問入りをしました．

　20歳の記録入賞者

最優秀賞…保坂剛（水沢姿）優秀賞…南雲和ヂ

（安養寺）徳永千恵子（北新田 一）富井京子（八幡

田町）太田洋子（南鐙坂）若月伎美子（谷内丑）南

雲友秀曳北新田三）池田ヒデ子（猿倉）

ク
ッ
…
キ
．
ン
グ

（第3種郵便物認可）昭和48年6月10日

　
わ
ら
び
の
酢
の
物
の
つ
く
り
方

　
　
　
主
婦
　
中
　
林
喜
　
美

塩
づ
け
に
し
て
い
た
わ
ら
び
を
つ
か

っ
た
酢
の
物
な
ど
い
か
が
で
す
か
。

　
材
料
　
塩
づ
け
わ
ら
び
、
塩
ふ
き

こ
ん
ぶ
、
な
め
た
け
の
味
つ
け
び
ん

づ
め
一
個
、
酢
、
砂
糖
．
し
ょ
う
ゆ

と
調
味
料
は
少
々
。

　
調
理
法
　
①
塩
づ
け
わ
ら
び
を
さ

っ
と
ゆ
で
、
水
出
し
を
し
て
器
に
入

れ
る
。
②
酢
と
砂
糖
、
塩
ふ
き
こ
ん

ぶ
、
な
め
た
け
を
入
れ
、
よ
く
ま
ぜ

る
。
③
し
ょ
う
ゆ
と
調
味
料
少
々
を

加
え
る
。
調
理
法
は
、
と
て
も
簡
単

で
す
が
、
歯
ぎ
れ
が
よ
く
と
て
も
お

い
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ヅ
カ
ズ
ノ
コ
や
き
く
ら

げ
を
入
れ
る
と
最
高
の
ふ
る
さ
と
の

味
に
な
り
ま
す
。

　
原
稿
募
集
　
主
婦
の
方
で
、
ご
家

族
に
喜
ば
れ
て
い
る
料
理
の
つ
く
り

方
を
紙
面
に
提
供
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
ー
。
二
百
字
位
に
ま
と
め
て
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
の
上
、

企
画
広
報
係
へ
。

　
■
老
人
医
療
費
受
給

　
　
者
証
の
更
新
を

　
六
月
三
十
日
で
【
，
老
人
医
療
費
受

給
者
証
」
の
有
効
期
間
が
切
れ
ま
す

の
で
、
つ
ぎ
の
日
程
で
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
更
新
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
六
月
二
十
七
日
は
、
午
前
九
時
～

午
後
三
時
ま
で
、
十
日
町
市
役
所

（
十
日
町
地
区
）
、
吉
田
出
張
所
、

水
沢
出
張
所
、
六
箇
出
張
所
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
流
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
に
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
5
流
花
で
た
纐
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
藁
驚
鎚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
る
・
行
の
し
祓
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
去
囎
餓
猷
瀬
一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

納
税
組
合
に
ご
加
入
を

た小唄まつり
日、6日の小唄まっ
し、万－灯パレード、
火大会など盛りだく
市民はお祭り気分を

　
納
税
組
合
に
加
入
し
ま
す
と
、
貢

税
の
納
入
を
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
手
間
も
は
ぶ
け
ま
す
。

　
加
入
は
簡
単
で
、
お
近
く
の
組
合

長
さ
ん
に
申
込
む
だ
け
で
す
。
ま
た

新
た
に
組
合
も
つ
く
れ
ま
す
。

　
組
合
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
補
助

00名の男女が繰り広
流し一

　
六
月
二
十
八
口

は
、
午
前
九
時
～

午
後
三
時
ま
で

　
十
日
町
市
役
所

（
川
治
地
区
）
、

中
条
公
民
館
、
新

水
集
会
場
、
下
条

出
．
張
所
で
。

　
現
在
使
用
し
て

い
る
受
給
者
証
と

印
鑑
、
保
険
証
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
一
世

帯
当
り
年
額
二
百
円
、
納
付
書
一
枚

当
た
り
三
十
円
、
納
め
た
税
額
の
O

・
七
％
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
税

務
課
徴
収
係
へ
。
　
（
奮
七
－
三
一
一

一
）

o
　
　
看

う

　
　
　
曹

　
ん
櫓

　
　
）
〃

　
　
、

　
　
　
　
〃

勲
は
要
し
　
　
兇

・
　
　
　
　
　
魚
篭

蓬
2
達
柔
、

ど
も
な
お
畠

　
，
，
－
　
？
亀

　
　
◎
　
　
　
●

　
　
　
ρ

　
　
で

　
　
　
，

　
　
　
　
　
●
ツ

蟻
》

．
鷺δ・

（　
　
翔

　
　
｛

　
　
　
　
　
丁

　
　
易

　
　
写

　
Z
　
、
　
‘

　
　
　
ク
、
、

　
　
　
　
　
ノ

ニ
鄭
4
欠
り
…

η
ぜ
吾
だ
り
？

噂

猛
藷
鶴
い

　
　
　
　
レ

　
　
　
　
、
●

そ
耽
し
ゃ
　
　
p

一
庵
．
・
鼠
き
特

・
て
怖
り
な
～
い
．

㍗
拶
、
直
る
と

畏
う
か
ら
，
．

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
●

　
　
　
　
の

　
　
　
渥
、
避

降

鞍
　
　
　
ケ

α

㊥薦

聯

　
■
住
宅
金
融
公
庫
の

　
　
ご
利
用
を

四
十
八
年
度
の
融
資
を
受
付
中
で
す

　
個
人
住
宅
建
設
資
金
で
は
、
融
資

金
額
を
約
五
割
増
（
木
造
最
高
百
八

十
万
円
、
老
人
同
居
割
増
し
の
場
合

の
み
最
高
二
百
万
円
）
に
金
利
を
五

・
五
％
か
ら
五
・
二
％
と
引
き
下
げ

ま
し
た
。
詳
細
は
十
日
町
土
木
事
務

所
、
各
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね
を
。

　
囹
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
金
沢
貢
（
太
田
島
）
…
…
千
円
▽

本
町
六
丁
目
婦
人
会
（
老
人
い
こ
い

の
家
に
）
…
…
レ
コ
ー
ド
六
枚
▽
下

条
商
工
会
…
…
五
千
六
百
円
▽
松
沢

卯
作
（
川
治
下
町
）
…
…
千
五
百
円

▽
本
町
三
丁
目
商
店
街
…
…
ヤ
ク
ル

ト
八
百
本
▽
風
間
又
五
郎
（
長
里
）

香
典
返
し
…
…
五
万
円
▽
田
川
浩
一

（
高
田
町
一
）
…
…
三
千
円
▽
田
中

伊
作
…
…
千
円
▽
高
橋
周
治
…
…
五

千
円
▽
根
津
直
吉
（
神
明
町
）
香
典

返
し
…
…
十
万
円
▽
田
山
親
貞
（
桜

木
町
）
セ
イ
コ
ー
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー

掛
時
計
一
個
（
公
民
館
備
品
）

　
囹
商
業
実
態
基
本
調

　
　
査
に
．
こ
協
力
を

　
商
業
事
業
所
の
経
営
を
知
り
、
国

の
各
種
商
業
の
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
七
月
一
日
現
在
で
商
業
実
態
基
本

調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
■
住
宅
用
地
と
非
住

　
　
宅
用
地
の
区
分

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
同
じ
宅
地

で
も
住
宅
用
地
（
専
用
住
宅
の
建
っ

て
い
る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地
（
工

場
や
倉
庫
な
ど
の
建
っ
て
い
る
宅

地
）
に
区
分
さ
れ
、
固
定
資
産
税
に

差
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
■
漏
電
し
ゃ
断
器
の

　
　
取
り
つ
け
を

　
　
　
東
北
電
力
㈱
＋
B
町
営
業
所

　
漏
電
や
感
電
に
よ
る
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
電
気
技
術
基
準
が
改
正

さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
に
漏
電

し
ゃ
断
器
の
取
付
け
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
　
（
昭
和
四
十
八
年
二
月

一
日
以
降
新
設
さ
れ
る
も
の
）

・
二
百
ボ
ル
ト
用
機
械
機
具

・
水
気
の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
る

　
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
ル
：
ム
ク
ー

　
ラ
ー
、
冷
蔵
用
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

・
屋
外
に
設
置
さ
れ
る
コ
ー
ラ
、
タ

　
パ
コ
自
動
販
売
機

　
囹
結
核
レ
ソ
ト
ゲ
ソ

　
　
撮
影

▽
六
月
二
十
一
日
…
…
江
道
作
業
所

▽
七
月
二
日
…
…
仙
之
山
作
業
所
、

東
下
組
小
学
校
、
ニ
タ
子
冬
期
分

校
、
慶
地
冬
期
分
校
▽
七
月
三
日

…
…
名
ヵ
山
公
民
館
、
中
平
馬
伏

場
、
中
手
公
民
館
、
真
田
小
学
校
▽

七
月
四
日
…
…
万
之
助
宅
．
新
水
診

療
所
、
飛
二
小
学
校
、
枯
木
又
分

校
、
太
田
島
神
社
▽
七
月
五
日
…
…

湯
川
輪
店
．
八
箇
小
学
校
、
麻
畑
公

民
館
、
ニ
ッ
屋
公
民
館
▽
七
月
六

日
…
…
珠
田
分
校
、
飯
塚
孫
太
郎
氏

宅
、
当
間
冬
期
分
校
、
二
俣
口
冬
期

分
校
▽
七
月
七
日
…
…
十
日
町
電
報

電
話
局

○
：

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

㌔ノ

こ
ど
も
た
ち
の

声
　
声

水
玉
が

お
ど
る

み
ん
な
で

お
よ
ぐ

た
の
し
さ
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　　　　　　　　，　　　　　　　　亀

　　　　　」吻［

L□2哩」
編集発行／十日町市役所（電話（代）7－31H）毎月lO日／昭和32年6月5日第3種郵便物認可（1部6円

難

白
「
い

夏
の
陽
を

見
あ
げ
る

水
に
濡
れ
た

笑
顔

膨

七
月
一
日
　
国
民
安
全
の
日

七
月
七
日
　
七
夕

七
月
十
日
～
十
六
日

　
　
　
　
　
国
土
建
設
週
問

七
月
十
一
日
～
十
三
日

　
　
　
　
　
市
内
施
設
め
ぐ
り

七
月
十
五
日
　
市
民
プ
ー
ル
開
き

七
月
十
九
日
　
海
の
記
念
日

灘灘灘灘灘灘i灘麟灘醗翻灘i灘灘

晶萱背禿齋ll会1勤言％

1吉勇講劇
動丑一留　）
　　　　の

人口

（　）内は

前月との比較

増減

昭和48年6月1日現在

世帯数　11，191（＋29）

人口50，055（＋24）

　男　 24，109（＋31）

　女25，946（一7）

面積211．44K㎡


